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家族間遠隔コミュニケーションシステム「ともリビ」における 

人の活動情報の表示がシステム活用に与える効果 
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概要： 子ども家族と離れて暮らす高齢者家族の孤立感の改善のために，我々は，高齢の親世帯と子世帯を ICT によ

り情報共有し，あたかも，共（とも）に居間（リビング）にいるような感覚を提供する遠隔コミュニケーションシス
テム「ともリビ」の開発と評価を行っている．これまでに「ともリビ」がユーザのコミュニケーション機会向上に寄
与することを明らかにしたが，システムを利用する際に課題となるコミュニケーションの意欲とプライバシーの適切

なバランスを実現するモード遷移の利用によるコミュニケーションへの効果が明らかになっていない．本論文では，
実際に「ともリビ」を用いてユーザ導入実験を行い，ユーザインタビューと質問紙調査の結果およびシステムのログ
データから「ともリビ」のユーザに与える影響を調査した．その結果，ユーザのアクティビティを共有するモード利

用によってテレビ電話の許可の手順が簡略化された．また，システムのログデータから親世帯から子世帯に対する会
話への欲求が高く，自らの情報を開示してテレビ電話の発信機会を得ようとしていると解釈できた． 
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1. はじめに     

1.1 日本の高齢化と核家族化の現状 

近年 65 歳以上の高齢者が増加傾向にある．また，核家族

化に伴う高齢者の一人暮らしが増加している．一方で，一

人暮らしの高齢者の QoL(Quality of Life)は低下している[1]．

そのため高齢者の健康で充実した生活の支援が急務となる． 

これらの問題に対して，高齢者のボランティアへ参加す

ること等が効果的とされており，高齢者が孤立することを

避け，他者との関係を継続することが問題の解決に繋がる

とされている[2]．しかし，これらの環境を維持することは

難しい．こうした現状の中，家族とのコミュニケーション

が高齢者の主観的幸福感を向上させ，抑うつになりにくい

といわれている[3][4]．また，高齢者にとって，子どもや孫，

親族との食事，外出，会話などの交流は高齢者の QoL 向上

に寄与する．そのため，離れて暮らす家族とのコミュニケ

ーションや交流が密になることは高齢者の QoL 向上につ

ながると考えられる．しかし，子ども家族と離れて暮らす

高齢者家族は，子ども家族とのコミュニケーションを楽し

みに感じている一方で子ども家族側の忙しさを考え，コミ

ュニケーションをすることを遠慮してしまう傾向にある．

また，子ども家族側も忙しさから高齢者家族へのコミュニ

ケーションが途切れがちである[5]． 
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1.2 現在のコミュニケーションツール 

現在様々なコミュニケーションツールが開発されてお

り，ビジネスやプライベートでの遠隔コミュニケーション

のあり方の変化，多様化が目まぐるしい． 

遠隔地を結ぶ通信手段の代表例は電話である．これは相

手の状況，状態をわからないまま呼びだす手段である．そ

のため，相手の状況，状態を思って，電話するのを遠慮し

たり，あらかじめチャットアプリやメールなど別の手段で

アポイントをとることも多い．また，テレビ電話をかける

場合にも，事前に別の手段を使って相手の了解を得てから

映像をつなぐ手順を踏むことが多い．このように親しい関

係であっても電話，テレビ電話などリアルタイムのコミュ

ニケーションについては相手の状況，状態を考えてコミュ

ニケーションを開始する必要がある． 

一方，同居している家族間であれば，相手が忙しいかど

うかなど様子を直接見て，話しかけてよいかを判断できる．

遠隔家族間でもそのような環境を作ればよいのではないか

と考えられ，相手の様子を気配としてお互いに共有するこ

とにより，会話コミュニケーションのたびに許可を得る手

順を誤らないようにするのが家族間コミュニケーションに

おいて重要と考える．  
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1.3 提案目的 

疎遠になりがちな家族に，ICT(Information Communication 

Technology)により，何気ない会話から交流する機会を与え，

状況理解や相互の気づきを生み，それによって高齢者 QoL

の向上，自己肯定感に効果をもたらすシステムは意義があ

ると考える．また，定常的に相互につながっているために

高齢者の安全や健康状態を遠方から見守ることができ，安

心感を与えると考える．そこで我々は，コミュニケーショ

ンをとりたいが，離れて住んでいるために実行が困難な家

族同士があたかも共（とも）に同じリビングにいるかのよ

うに感じられる遠隔コミュニケーションシステム「ともリ

ビ」の開発，評価を行う．システムのイメージを図 1 に示

す． 

本論文では，離れて暮らす高齢者とその家族間のコミュ

ニケーション支援をするためのシステム開発を行い，共在

感覚を与えると共に, そこから何気ない会話へと発展する

ことが可能なシステム開発を目指す．また，開発したシス

テムが遠隔家族のコミュニケーション機会の増加，質の向

上，生活の質の向上等に寄与すること，実際にユーザ導入

実験し，ユーザ利用評価によってシステムの評価およびシ

ステムがユーザに与えた影響の調査を行うことを目的とす

る． 

2. 従来研究 

離れて暮らす家族間のコミュニケーション支援に着目

した同様の研究は複数ある．例を挙げると，離れて暮らし

ている家族に対し，存在や動向をセンサにより検知して，

常時双方向に知らせる「Family Planter」が開発されている

[6]．「Family Planter」は光ファイバを使った装飾を施した植

木鉢タイプのセンサを両家庭の室内に設置する．一方のセ

ンサが人の存在や動きを感知すると，他方の家に設置され

た「Family Planter」の装飾部分が発光，回転等の動きを見

せる．植木鉢を触ることにより，通信相手の植木鉢から音

を鳴らす機能も付いている． 

酒造らによって開発された｢障子(Shoji(Symbolic Hosting 

Online Jog Instrument))｣[7]は離れた場所にいる相手（家族や

友人）の様子が, ちょうど和室の障子越しの隣りの部屋の

雰囲気が伝わるのと同じように伝達されることを想定した

ものである.具体的には両家族に設置した端末に感情，照度，

温度，騒音，移動等の情報を相手家族へ伝達し LED ライト

の輝度や色によって抽象化されて伝達されるような構造を

している． 

辻田らによって開発された「遠隔コミュニケーションを

支援するデジタル写真立て」や偶然の一致に着目した支援

システム「InPhase」は離れて暮らす家族の生活感センサに

よって管理しユーザ自身，またはシステムが自動的に相手

へ伝えることで相手の様子が気になり連絡を試みることで

離れて暮らす家族のコミュニケーション支援がなされたこ

 

図 1 システムイメージ 

とが明らかとなっている[8]．また，椎尾らは「Ocha House」

と呼ばれる，家全体にセンサを張り巡らせ情報を共有する

システムを開発した[9]． 

このように遠隔に住む家族のコミュニケーション支援

は様々されている．従来研究では家族のプライバシーへの

配慮が少なく，また，連絡に至るまでのプロセスが会話を

することに重点置かれている点において我々は改善を行う

こととする． 

我々は家族といえどもプライバシーはあり，かつ必ずし

も連絡に至らなくても家族のコミュニケーションを楽しめ

る遠隔コミュニケーションを提案し，遠隔家族の情報共有

の際のプライバシー及び共有に至るまでのプロセスに着目

し研究を進める． 

3. システム 

既存の遠隔コミュニケーション支援システムでは生活

状況等プライバシーレベルの高い情報を共有し，コミュニ

ケーションを手助けする形式を取っているが，我々は家族

といえどもプライバシーに関し配慮がされるべきであり，

連絡を取ることが最終目的ではないとの考えに基づきシス

テム設計を行う． 

プライバシーに関しては，家族にとってのパブリック空

間である“リビング”に着目し，リビングの共有により既

存のシステムに比べ，プライバシーレベルを下げることが

可能になる．また，リビングであっても行動によってプラ

イバシーレベルの高低が存在する．そこで，プライバシー

レベルを高くする場合にはリビングの在/不在が分かる程

度の情報を共有し，プライバシーレベルを低くする場合に

は，リビング全体を相手に共有し，さらに，お互いの顔が

確認できるテレビ電話，また，その中間にいくつかの異な

るプライバシーレベルに応じたモードを含み，共有する情

報を任意で選択可能とすることでプライバシーを配慮した

システム設計とした． 

3.1 システム構成 

システムは，図 2 に示すようにリビングの状況をセンシ

ングするセンサ部，情報を表示する表示部，インターネッ

ト上にあるサーバ部からなる．また，ユーザのプライバシ
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ーに配慮し，情報の開示量の異なる 3 つのモードを保持し，

情報量の小さいモードから順に「存在感モード」，「アクテ

ィビティ共有モード」，「映像会話モード」となるように設

計される． 

部屋の情報取得のプロセスは，部屋の様子，人の活動情

報をArduino Uno上に構築した各種センサにより取得する．

センサデータは XBee-Pro により無線化され，パソコンを

中継し，インターネット上のサーバに構築したデータベー

スに時間情報とともに保存される．詳細は飯島らの論文

[10]を参照のこと． 

3.2 コミュニケーションモード 

本システムにおいては，ユーザの所望するプライバシー

に応じて，3 つのコミュニケーションモードを備えている．

まず，情報量が多くプライバシー低いモードとして，テレ

ビ電話によりお互いのリビングにいる人の顔が見える「映

像会話モード」である．情報量が少なくプライバシーレベ

ルの高いモードとしては，リビングに置ける在／不在の情

報など限られた情報を共有する「存在感モード」である．

さらに「映像会話モード」と「存在感モード」の間のプラ

イバシーレベルに位置するモードとして「アクティビティ

共有モード」を設定した．「アクティビティ共有モード」は

「存在感モード」から「映像会話モード」に遷移する場合

に，モード間で極端の格差が起きないように活動情報を共

有することを可能とする（図 3）． 

3.3 情報表示手法 

本システムは 2 家族の双方向のコミュニケーションであ

るため，ブラウザのフレームを 2 つに分割し，一方は自ら

のリビングの情報を表示し，もう一方は相手の情報を表示

する（図 4）．モード選択はユーザ自身のタップ操作で自身

のリビングの情報のみ選択可能である． 

4. ユーザ導入実験 

4.1 目的 

「ともリビ」が離れて暮らす家族のコミュニケーション

に与える効果，さらにユーザがモードを選択して利用する

ことによるコミュニケーションへの効果を調査するため，

実験参加者宅にシステムを導入し評価実験を行った． 

ユーザ導入実験は２ペアの家族間で実施した．第１ペア

の実験，およびその結果の分析は飯島らの文献[10]を参照

されたい．この第１ペアでは，「存在感モード」が全く使わ

れなかった．これは，高齢者夫婦の持病があり，家族間で

日常的に電話連絡がされているため，コミュニケーション

に際してお互いのプライバシーを考慮する必要性が感じら

れていないためと解釈された．そこで引き続く第２ペアに

対しては，「存在感モード」「アクティビティ共有モード」

が使われる実験環境を設定して，評価することにした． 

 

図 2 「ともリビ」のシステム構成 

 

図 3 「ともリビ」の３つのモード 

 

図 4 「ともリビ」の表示画面 

（左 アクティビティ共有モード，右 存在感モード） 

4.2 実験参加者 

第 2 ペアの実験実施期間は，実機導入前の期間 2017 年 9

月 16～29 日の 14 日間，実機利用期間 2017 年 9 月 30 日～

10 月 13 日の 14 日間，実機撤収後の期間 2017 年 10 月 29

日～11 月 11 日の 14 日間で行われた． 

実験参加者は，親世帯として，関西地方在住の 70 歳男性

と 68 歳女性の夫婦２名，また子世帯として関東地方在住

の 36 歳の女性（親世帯の娘）を含む４人家族である．親世

帯の夫は週に数日仕事があり，妻は専業主婦である．二人

の子供はどちらも東京に住んでいるため会う機会は少ない． 

子供とはチャットアプリを利用したメッセージ連絡，主に

孫の顔を見るため映像会話を時折行う．夫はチャットアプ

リを使えないため直接子供との連絡はなく，妻の電話や映

像会話に割り込んで会話をしている．一方，親世帯の娘は

専業主婦をしながら子育て中である．幼稚園の息子の機嫌

が悪くなるとき，親世帯に映像会話を行い，孫の顔を見せ

ると同時に機嫌を取ってもらっている． 

なお，本実験は東京電機大学ヒト生命倫理委員会が定め

るガイドラインに沿い，同意取得の上実施した．
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4.3 調査項目 

本研究においては少数のユーザ導入事例であっても，そ

こからできるだけ客観的な分析を行い，将来の検証に耐え

うる評価となることを狙う．そこで，臨床心理カウンセリ

ングにおいて導入されている，質的評価と量的評価を組み

合わせる系統的事例研究[11]に注目し，この評価法を援用

する．この評価法により，ユーザの事例から得られた結果

の一部をユーザの行動，発言のログデータから解析，分析

することにより一定の客観性を担保することができる．さ

らにそれを質問紙調査やインタビューにより総合的に評価

する系統的事例研究の評価法は，本研究におけるユーザ評

価に適用していると考えられる． 

ここでは，実験協力者に対する質問紙調査項目として，

「家族の誰と連絡を取ったか」「なぜ家族と連絡を取る必要

があったのか」「家族との連絡の手段は何か」など設定し，

家族とのコミュニケーション状況を質問紙に記して頂いた．

さらに，必要に応じて不定期の半構造化インタビューを実

施した．また，実機利用中はリビングでの活動状況として

センサデータを取得した．さらに，タブレット端末の選択

したモードの履歴を取得した． 

実験参加者には，存在感モードは連絡を行えない状態の

場合利用し，アクティビティ共有モードは家にいて連絡が

可能な状態の場合利用するよう教示した．ただし，強制は

していない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 条件別でのテレビ電話または電話をした回数 

4.4 結果 

4.4.1 ログデータからの評価結果 

テレビ電話または電話をした回数は，実機導入前期間に

4 回，実機利用期間に 15 回，実機撤収後期間に 2 回であっ

た（図 6）．両世帯からテレビ電話の発信があり，相互に会

話したい意欲を示していると考えられる． 

図 5 にシステムが稼働していた期間のうちアクティビテ

ィ共有モードであった滞留時間を示す．水平方向の色付き

帯（子世帯は青，親世帯は赤）で示された部分がアクティ

ビティ共有モードの滞留している時間である．また，垂直

方向の灰色の帯で示された部分で夜から未明（18:00～6:00）

にかけての時間帯を示す．色付き帯の中間にある黒のマー

カーは映像会話モードに遷移したタイミングである． 

図 5 の左上にアクティビティ共有モードから映像会話モ

ードに遷移した場合の典型例を示す．この典型例として，

お互いにアクティビティ共有モードになってからある程度

の時間が経過した後，映像会話モードに遷移する傾向が見

られている．しかし，図 5 の右上に示すように必ずしも常 

 

図 5 アクティビティ共有モードと映像会話のタイミング 
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表 1 実機利用期間でのアクティビティ共有モードの情報 

にアクティビティ共有モードから映像会話モードに遷移す

るわけではなかった． 

実機利用期間におけるアクティビティ共有モードの総

滞留時間は，親世帯，子世帯それぞれ 9128 分，6074 分で

あった．また稼働時間における割合は 49%，32%であった．

存在感モードからアクティビティ共有モードへのモード遷

移の回数は 106 回，61 回であり，アクティビティ共有モー

ドでの平均滞留時間は 86 分，99 分であった． 

親世帯，子世帯ともに，適宜モードの切替を行い，積極

的なコミュニケーションを取っていた．映像会話は，アク

ティビティ共有モードからのみ発生しており，在宅時はそ

の他のモードからの遷移は見られなかった． 

4.4.2 インタビューによる評価結果 

システム導入による生活の変化をインタビューした．そ

の結果，親世帯からは「今までは電話しても忙しく切られ

ることが多かった」「事前にチャットアプリでの確認を必要

としていた」「このシステムは，今までよりも気軽に会話で

きる」，また子世帯からも「事前にチャットアプリで『暇で

すか？』『電話できる？』の確認がなくなった」との発言が

あり，相手の状況が見えることによる手順の簡素化の効果

が確認できた．また，親世帯から「相手のキャラクタがシ

ステムに表示されると，自分も椅子に座って「おばあちゃ

んはここにいるよ」とアピールして会話をしているつもり

になる」「システムがなくなると家族がいなくなったようで

寂しい」などの発言があった． 

存在感とアクティビティ共有モードの使い分けについ

ては，親世帯は「家に居るときはいつでも連絡してきて構

わないのでアクティビティ共有モードとしていた．外出，

睡眠時は存在感モードを利用した」との発言があった．一

方，若年者は，「基本的にアクティビティ共有モードだが，

とても疲れていた日の数日には家に居るが存在感モードを

利用していた」との発言があった． 

表示されるイラストの連絡に際しての利用については，

高齢者からは，「相手がアクティビティ共有モードでも誰も

映っていなければ相手が忙しいかもしれないと想像して連

絡を遠慮することがあった」「アクティビティ共有モードで

椅子に座りテレビを観ている表示の時は暇だと感じ連絡し

たくなった」と述べた． 

 

 

 

 

図 7 センサが反応しているときに 

 「存在感モード」で安定する例 

5. 考察 

システム導入によりコミュニケーションの頻度が多く

なっていることから，インタビューからもセンサをもとに

共有される情報が相手に対する興味につながり，コミュニ

ケーションを引き出していると解釈できる．また，存在感

モードでのテレビ電話でのコミュニケーションは発生して

おらず，映像会話モードへの遷移は，アクティビティ共有

モードを経てのみ行われていた． 

図 6 から，親世帯は子世帯に対する会話への欲求が高く，

自らの情報を開示することにより，適切な発信機会を伺っ

ていること．一方，子世帯は，情報機器の操作方法に習熟

していることから，適切なタイミングで自己アピールをす

る／しないの判断を行えたことを示唆している．しかし，

図 7 で示すように，子世帯の在宅時に，存在感モードのま

まで遷移を行わない場合があった．これは若年者へのイン

タビューから「疲れているときに遠方の家族との連絡を一

時的に避けた」との発言と整合している．この行動につい

て親世帯から問題の指摘はなく，双方から受け入れられる

モードの選択の使い方と考えられる． 

実験参加者は遠隔に住んでいることから意識的に家族

と連絡を行う傾向にあることが分かった．また，関東と関

西で離れて暮らす家族であるため，家族との連絡に対する

不安の気持ちがより高くなっている傾向があった． 

「ともリビ」を利用してからのインタビューからは以前

と異なり，「ともリビ」によって事前に相手の都合を確認す

ることが減った事，連絡をしなくても一緒に居るような感

覚が共有でき満足感を得られたこと，モード遷移，タブレ

ット端末のイラストがテレビ電話への移行を援助したこと

等が挙げられた．  

総滞留[分] 割合[%] 遷移回数[回] 平均滞留[分]

子世帯 9128 49 106 86

親世帯 6074 32 61 99
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6. 今後の展望 

今回のユーザ導入実験からシステムのログデータから

テレビ電話へ移行する際，またモードを選択する際にセン

サ情報を利用していることが確認できた．特に「テレビの

視聴」「椅子への着座」「人の在/不在」の情報から 1 つ及び

複数の情報を利用して相手の状態を想像しコミュニケーシ

ョンへ移行することが明らかとなった． 

今後，明らかになったモードの遷移のタイミング・条件

をもとにユーザ自身が行っていたモード切替え操作を，プ

ライバシーを考慮しつつできるだけ自動化し，常にユーザ

にとって適切な情報共有状態を維持する手順を見つけ，ア

クティビティ共有モードと存在感モード間のモード遷移の

自動化をすることにより，自らモード遷移することなく，

適切なモードに遷移することによって，プライバシーとモ

ードの適切な関係を保つことを目指す． 

また，今回までに 2 ペアの家族への実験であったが，実

験協力世帯を対象とする複数回実験を行うことが望ましい．

さらに，「ともリビ」のモード遷移による特性や，部屋の状

態をイラストにより伝達する方式の特性，「ともリビ」の特

性，実験協力者の家族構成や住む地域，仲の良さ等，パー

ソナリティに依存する特性を解明する．これらによって，

「ともリビ」を有効に利用していただけるユーザの要件が

明らかになると考える． 
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